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１．研究の背景

現代のハイテク産業や省エネルギー（・グーリン）産業はレアメタルなしには成立し得ない。我が国は多量のレアメタルを使って世
界最高性能を誇るハイテク・省エネ製品を世界に供給してきた。しかしながら、国内のレアメタル鉱物資源はほとんどなく、その多
くはごく限られた国に偏在する。レアメタルの継続的かつ安定的な入手は、我が国の産業競争力や安全保障にとって極めて重
要となっている。

２．研究の目標

本研究では、レアメタルの環境調和型の新リサイクル技術を開発し、さらに、レアメタルの循環利用を基軸とする材料科学の推
進を目指す。当該分野の若手人材の育成も行い、世界をリードするレアメタル研究の国際的な最先端研究拠点を築き上げる。

３．研究の特色

本研究では、単にレアメタルを回収するプロセスだけでなく、有害あるいは処理にコストがかかる廃棄物を有効利用できる新し
いリサイクル技術を開発する。レアメタルを抽出して循環利用する環境調和型の新プロセス技術を開発し、レアメタルのリサイクル
によるグリーン・イノベーションを推進する。

４．将来的に期待される効果や応用分野

「産業のビタミン」と呼ばれハイテク・省エネ製品には欠かすことのできないレアメタルの環境調和型リサイクル技術の開発を通じ
て、世界に通用する研究者や技術者を育成する。さらに、今も世界のトップランナーであるレアメタルのプロセス技術の研究分野
を一層発展させ、世界に先駆けて高度な「資源循環技術立国」の実現を目指す。



国内に蓄積されているレアメタルを新しいリサイクル技術により有効利用し、

資源セキュリティーの安定性の向上を目指した基礎的な研究および、出口を見据え
た応用（工学）研究を展開する。

具体的には、白金、ロジウム、レアアース、タンタル、タングステン、チタン、シリコン
などのレアメタルの環境調和型リサイクル技術（グリーンテクノロジー）の開発を行う。

新しい物質変換プロセスの開発

リサイクル材料科学のフロンティアへの展開

レアメタルの環境調和型リサイクル技術の開発

今後も、本研究分野のトップランナーと
して国際連携を推進し、

岡部研がレアメタルのプロセス技術に関
する世界の最先端研究拠点として発展
し、世界をリードすることによって社会に
貢献する。



出口を見据えた研究の一例：
レアアースの新規リサイクルプロセスの開発

磁石合金から希土類金属を抽出・分離し、
再び、磁石合金の原料として再利用する

溶融塩と磁石スクラップを反応させ、
希土類を化合物として選択的に抽出する

希土類を多量に含むスクラップ

希土類化合物

希土類合金磁石

高性能モーター

ハイブリッド自動車など

希土類金属
Nd & Dy
の流れ

本研究

現状では回収されず廃棄されている。

（一例）

「スクラップコンビネーション」による新しいリサイクル技術の開発

廃棄物１ ＋ 廃棄物２

有価物１ ＋ 有価物２
（あるいは無害物）

白金族金属スクラップ
(Pt, Pd, Rh, …)

マグネシウムや亜鉛の
スクラップ+

純粋な白金(Pt)など 少量の廃棄物、あるいは廃液+

アイデアの一例: 新しい発想


